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(57)【要約】
【課題】　画像に応じて、極性反転駆動によるクロスト
ークを改善する液晶駆動装置、液晶表示装置等を提供す
る。
【解決手段】　パッシブ型の液晶表示パネル２０を駆動
する液晶駆動装置１００は、所与の飛び越しライン数毎
に飛び越しながら液晶表示パネル２０のコモン電極を走
査するコモンドライバー１２０と、コモンドライバー１
２０によって走査されるコモン電極に対応した画像デー
タに基づいて液晶表示パネル２０のセグメント電極を駆
動するセグメントドライバー１３４と、コモンドライバ
ー１２０によって駆動されるコモン電極及びセグメント
ドライバー１３４によって駆動されるセグメント電極の
間の電圧の極性を反転させる制御を所与の極性反転ライ
ン数毎に行う制御回路１１４とを含む。
【選択図】　　　図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パッシブ型の液晶表示装置を駆動する液晶駆動装置であって、
　所与の飛び越しライン数毎に飛び越しながら前記液晶表示装置のコモン電極を走査する
コモン電極駆動部と、
　前記コモン電極駆動部によって走査されるコモン電極に対応した画像データに基づいて
前記液晶表示装置のセグメント電極を駆動するセグメント電極駆動部と、
　前記コモン電極駆動部によって駆動されるコモン電極及び前記セグメント電極駆動部に
よって駆動されるセグメント電極の間の電圧の極性を反転させる制御を所与の極性反転ラ
イン数毎に行う極性反転制御部とを含むことを特徴とする液晶駆動装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記飛び越しライン数に対応した設定値が設定される飛び越しライン数設定レジスター
を含み、
　前記コモン電極駆動部は、
　前記飛び越しライン数設定レジスターの設定値に対応した前記飛び越しライン数毎に飛
び越しながら前記液晶表示装置のコモン電極を走査することを特徴とする液晶駆動装置。
【請求項３】
　請求項１又は２において、
　前記極性反転ライン数に対応した設定値が設定される極性反転ライン数設定レジスター
を含み、
　前記コモン電極駆動部は、
　前記極性反転ライン数設定レジスターの設定値に対応した前記極性反転ライン数毎に極
性を反転させた選択電圧を用いてコモン電極を走査し、
　前記セグメント電極駆動部は、
　前記極性反転ライン数設定レジスターの設定値に対応した前記極性反転ライン数毎に極
性を反転させた駆動電圧を用いてセグメント電極を駆動することを特徴とする液晶駆動装
置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかにおいて、
　前記コモン電極駆動部は、
　同時選択される複数のコモン電極を１ブロックとするブロック単位に複数フィールドに
亘って各フィールドに対応した選択パターンで前記液晶表示装置のコモン電極を走査し、
　前記セグメント電極駆動部は、
　前記同時選択される複数のコモン電極に対応した画像データ及び前記選択パターンに対
応した駆動電圧で前記液晶表示装置のセグメント電極を駆動し、
　前記飛び越しライン数は、前記同時選択される複数のコモン電極数の倍数であり、
　前記極性反転ライン数は、前記同時選択される複数のコモン電極数の倍数であることを
特徴とする液晶駆動装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかにおいて、
　飛び越しスキャンの回数をカウントするスキャンカウンターと、
　前記スキャンカウンターのカウント値を用いて、走査対象のコモン電極に対応するコモ
ンアドレスをカウントするコモンアドレスカウンターとを含み、
　前記コモン電極駆動部は、
　前記コモンアドレスに対応したコモン電極を走査することを特徴とする液晶駆動装置。
【請求項６】
　複数のコモン電極と、
　前記複数のコモン電極と交差して設けられる複数のセグメント電極と、
　前記複数のコモン電極を走査すると共に、前記複数のセグメント電極を駆動する請求項
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１乃至５のいずれか記載の液晶駆動装置とを含むことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
　請求項６記載の液晶表示装置を含むことを特徴とする電子機器。
【請求項８】
　パッシブ型の液晶表示装置を駆動する液晶駆動方法であって、
　所与の飛び越しライン数毎に飛び越しながら前記液晶表示装置のコモン電極を走査する
コモン電極駆動ステップと、
　前記コモン電極駆動ステップにおいて走査されるコモン電極に対応した画像データに基
づいて前記液晶表示装置のセグメント電極を駆動するセグメント電極駆動ステップと、
　前記コモン電極駆動ステップにおいて走査されるコモン電極及び前記セグメント電極駆
動ステップにおいて駆動されるセグメント電極の間の電圧の極性を反転させる制御を所与
の極性反転ライン数毎に行う極性反転制御ステップとを含むことを特徴とする液晶駆動方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶駆動装置、液晶表示装置、電子機器及び液晶駆動方法等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の液晶表示装置は、複数のコモン電極と、複数のコモン電極に交差するよ
うに設けられた複数のセグメント電極とを備えており、各コモン電極と各セグメント電極
との交差位置に対応して画素が形成される。液晶駆動装置は、液晶表示装置の複数のコモ
ン電極を所定の方向に線順次で走査し、画像データに対応した駆動電圧でセグメント電極
を駆動することで、液晶表示装置に画像を表示する。
【０００３】
　ところが、単純に線順次で走査する場合、液晶駆動装置が駆動するコモン電極やセグメ
ント電極にはクロストークが発生し、所望のタイミングで所望の電圧をコモン電極やセグ
メント電極に供給できずに、画質の劣化を招く。そこで、液晶表示装置を単純に線順次で
走査することなく種々の駆動方法で液晶表示装置を駆動することで、クロストーク等の種
々の要因で発生する画質の劣化を防止することが行われている。
【０００４】
　例えば特許文献１には、インターレース走査モード及びプログレッシブ走査モードのい
ずれかで液晶表示装置のコモン電極を走査するようにした技術が開示されている。インタ
ーレース走査モードでは、奇数番号のコモン電極を連続して走査した後、偶数番号のコモ
ン電極を連続して走査する。また、例えば特許文献２には、走査シフト用クロック信号に
短い間隔のパルス信号を付加することで、液晶表示装置の配線が片側取り出し構造となっ
ていた場合でも擬似的なインターレース走査を実現する技術が開示されている。更に、例
えば特許文献３には、線順次走査やコモン電極を１又は複数のラインを飛び越して走査す
るインターレース走査の中から選択できる技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－３９４６４号公報
【特許文献２】特開２０００－２００３２号公報
【特許文献３】特開２００１－２８２２０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、表示画像に依存してクロストークの発生の仕方が変化する。そのため、画像
にかかわらず単純にインターレース走査を行ったとしても画質を改善できない。また、隣



(4) JP 2015-99389 A 2015.5.28

10

20

30

40

50

接する電極同士のクロストークのみならず、コモン電極及びセグメント電極の間でもクロ
ストークが発生するため、液晶駆動で行われる極性反転駆動に起因するクロストークによ
って画質の劣化を招くことが考えられる。
【０００７】
　そのため、特許文献１や特許文献３に開示された技術は画像にかかわらず１又は複数ラ
インを飛び越すインターレース走査を行うだけであり、液晶駆動で行われる極性反転駆動
に起因するクロストークによる画質の劣化を防止することができない。また、特許文献２
に開示された技術は擬似的な飛び越し走査であるため、飛び越しライン数を大きくすると
波形の歪みが生じ、画質に影響が出るという問題がある。
【０００８】
　本発明は、以上のような技術的課題に鑑みてなされたものである。本発明の幾つかの態
様によれば、画像に応じて、極性反転駆動によるクロストークを改善する液晶駆動装置、
液晶表示装置、電子機器及び液晶駆動方法等を提供することができる。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　（１）本発明の一態様は、パッシブ型の液晶表示装置を駆動する液晶駆動装置が、所与
の飛び越しライン数毎に飛び越しながら前記液晶表示装置のコモン電極を走査するコモン
電極駆動部と、前記コモン電極駆動部によって走査されるコモン電極に対応した画像デー
タに基づいて前記液晶表示装置のセグメント電極を駆動するセグメント電極駆動部と、前
記コモン電極駆動部によって駆動されるコモン電極及び前記セグメント電極駆動部によっ
て駆動されるセグメント電極の間の電圧の極性を反転させる制御を所与の極性反転ライン
数毎に行う極性反転制御部とを含む。
【００１０】
　本態様においては、極性反転をしながらパッシブ型の液晶表示装置を駆動する際に、所
与の飛び越しライン数毎に飛び越しながら液晶表示装置のコモン電極を走査する。また、
走査されるコモン電極に対応した画像データに基づいて液晶表示装置のセグメント電極を
駆動する。こうすることで、画像によって、セグメント電極の駆動電圧の波形鈍りや、極
性反転時のセグメント電極の電位変動に起因したコモン電極の電位変動が生じた場合でも
、走査順序の変更を簡素化し、画質劣化時の調整が大幅に容易になる。
【００１１】
　（２）本発明の第２の態様に係る液晶駆動装置は、第１の態様において、前記飛び越し
ライン数に対応した設定値が設定される飛び越しライン数設定レジスターを含み、前記コ
モン電極駆動部は、前記飛び越しライン数設定レジスターの設定値に対応した前記飛び越
しライン数毎に飛び越しながら前記液晶表示装置のコモン電極を走査する。
【００１２】
　本態様によれば、飛び越しライン数を設定可能としたので、セグメント電極の駆動電圧
の波形鈍りや、極性反転時のセグメント電極の電位変動に起因したコモン電極の電位変動
が生じた場合でも、画像に応じて容易に調整できるようになる。
【００１３】
　（３）本発明の第３の態様に係る液晶駆動装置は、第１の態様又は第２の態様において
、前記極性反転ライン数に対応した設定値が設定される極性反転ライン数設定レジスター
を含み、前記コモン電極駆動部は、前記極性反転ライン数設定レジスターの設定値に対応
した前記極性反転ライン数毎に極性を反転させた選択電圧を用いてコモン電極を走査し、
前記セグメント電極駆動部は、前記極性反転ライン数設定レジスターの設定値に対応した
前記極性反転ライン数毎に極性を反転させた駆動電圧を用いてセグメント電極を駆動する
。
【００１４】
　本態様によれば、極性反転ライン数を設定可能としたので、セグメント電極の駆動電圧
の波形鈍りや、極性反転時のセグメント電極の電位変動に起因したコモン電極の電位変動
が生じた場合でも、画像に応じて容易に調整できるようになる。
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【００１５】
　（４）本発明の第４の態様に係る液晶駆動装置では、第１の態様乃至第３の態様のいず
れかにおいて、前記コモン電極駆動部は、同時選択される複数のコモン電極を１ブロック
とするブロック単位に複数フィールドに亘って各フィールドに対応した選択パターンで前
記液晶表示装置のコモン電極を走査し、前記セグメント電極駆動部は、前記同時選択され
る複数のコモン電極に対応した画像データ及び前記選択パターンに対応した駆動電圧で前
記液晶表示装置のセグメント電極を駆動し、前記飛び越しライン数は、前記同時選択され
る複数のコモン電極数の倍数であり、前記極性反転ライン数は、前記同時選択される複数
のコモン電極数の倍数である。
【００１６】
　本態様によれば、ＭＬＳ（Multi Line Selection）駆動法により液晶表示装置を駆動す
る場合であっても、セグメント電極の駆動電圧の波形鈍りや、極性反転時のセグメント電
極の電位変動に起因したコモン電極の電位変動が生じた場合でも、画像に応じて容易に調
整できるようになる。
【００１７】
　（５）本発明の第５の態様に係る液晶駆動装置は、第１の態様乃至第４の態様のいずれ
かにおいて、飛び越しスキャンの回数をカウントするスキャンカウンターと、前記スキャ
ンカウンターのカウント値を用いて、走査対象のコモン電極に対応するコモンアドレスを
カウントするコモンアドレスカウンターとを含み、前記コモン電極駆動部は、前記コモン
アドレスに対応したコモン電極を走査する。
【００１８】
　本態様によれば、上記の効果に加えて、簡素な構成で飛び越しスキャンを実現できるよ
うになる。
【００１９】
　（６）本発明の第６の態様は、液晶表示装置が、複数のコモン電極と、前記複数のコモ
ン電極と交差して設けられる複数のセグメント電極と、前記複数のコモン電極を走査する
と共に、前記複数のセグメント電極を駆動する上記のいずれか記載の液晶駆動装置とを含
む。
【００２０】
　本態様によれば、画像に応じて、極性反転駆動によるクロストークを改善する液晶表示
装置を提供できるようになる。
【００２１】
　（７）本発明の第７の態様は、電子機器が、上記記載の液晶表示装置を含む。
【００２２】
　本態様によれば、画像に応じて、極性反転駆動によるクロストークを改善する液晶駆動
装置が適用された電子機器を提供できるようになる。
【００２３】
　（８）本発明の第８の態様は、パッシブ型の液晶表示装置を駆動する液晶駆動方法が、
所与の飛び越しライン数毎に飛び越しながら前記液晶表示装置のコモン電極を走査するコ
モン電極駆動ステップと、前記コモン電極駆動ステップにおいて走査されるコモン電極に
対応した画像データに基づいて前記液晶表示装置のセグメント電極を駆動するセグメント
電極駆動ステップと、前記コモン電極駆動ステップにおいて走査されるコモン電極及び前
記セグメント電極駆動ステップにおいて駆動されるセグメント電極の間の電圧の極性を反
転させる制御を所与の極性反転ライン数毎に行う極性反転制御ステップとを含む。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の構成例のブロック図。
【図２】図２（Ａ）～図２（Ｄ）はＭＬＳ駆動法の原理の説明図。
【図３】４ライン同時選択のＭＬＳ駆動法における７レベルの電圧の関係を示す図。
【図４】図４（Ａ）、図４（Ｂ）は本実施形態における画質の劣化の様子の説明図。
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【図５】理想的なセグメント電極の駆動電圧の波形を示す図。
【図６】セグメント電極の駆動電圧の波形鈍りを示す図。
【図７】コモン電極の非選択電圧であるセンター電圧の歪みを模式的に示す図。
【図８】セグメント電極の波形鈍りとコモン電極のセンター電圧レベルの歪みとを考慮し
た場合の実効電圧を示す図。
【図９】本実施形態における液晶駆動装置の構成例のブロック図。
【図１０】ＭＬＳ駆動法を行う場合の選択パターンの一例を示す図。
【図１１】図９の飛び越しスキャン制御回路の構成例のブロック図。
【図１２】本実施形態における飛び越しスキャンの説明図。
【図１３】コモンアドレス及びラインアドレスの説明図。
【図１４】コモンアドレスカウンターの動作例のフロー図。
【図１５】ラインアドレスカウンターの動作例のフロー図。
【図１６】スキャンカウンターの動作例のフロー図。
【図１７】極性反転ライン数カウンターの動作例のフロー図。
【図１８】極性反転信号生成回路の動作例のフロー図。
【図１９】飛び越すスキャン制御回路の動作例のタイミング図。
【図２０】本実施形態における液晶駆動装置の駆動タイミングの一例を示す図。
【図２１】図２１（Ａ）、図２１（Ｂ）は本実施形態における電子機器の構成を示す斜視
図。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明の実施の形態について図面を用いて詳細に説明する。なお、以下に説明す
る実施の形態は、特許請求の範囲に記載された本発明の内容を不当に限定するものではな
い。また以下で説明される構成のすべてが本発明の課題を解決するために必須の構成要件
であるとは限らない。
【００２６】
　〔液晶表示装置〕
　図１に、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の構成例のブロック図を示す。図１は
、液晶表示装置が液晶駆動装置を備える構成例を表すが、液晶駆動装置が液晶表示装置の
外部に備えられていてもよい。
【００２７】
　液晶表示システム１０は、液晶表示パネル（広義には液晶表示装置）２０と、ホストプ
ロセッサー３０と、電源回路４０とを含む。
【００２８】
　液晶表示パネル２０は、パッシブ型の液晶表示パネルであり、一対の透明なガラス基板
の間に、透明電極で形成され互いに交差するように配置された複数のコモン電極、複数の
セグメント電極、配向膜及び液晶等を封入して形成される。液晶表示パネル２０は、画素
形成領域２２を有し、画素形成領域２２には、第１の方向に配設されたコモン電極と、第
１の方向と交差する第２の方向に配設されたセグメント電極との交差位置に対応して画素
が形成される。図１では、複数のコモン電極ＣＯＭ０～ＣＯＭＱ（Ｑは２以上の整数）の
コモン電極ＣＯＭｊ（０≦ｊ≦Ｑ、ｊは整数）と複数のセグメント電極ＳＥＧ０～ＳＥＧ
Ｒ（Ｒは２以上の整数）のセグメント電極ＳＥＧｋ（０≦ｋ≦Ｒ、ｋは整数）とを図示し
ている。コモン電極ＣＯＭｊ及びセグメント電極ＳＥＧｋの交差位置に対応して画素Ｐｊ
ｋが形成される。この液晶表示パネル２０を構成するガラス基板には、液晶駆動装置１０
０がＣＯＧ（Chip On Glass）実装される。
【００２９】
　液晶駆動装置１００は、コモン電極に所与の選択電圧を供給するための複数のコモン電
極出力端子と、セグメント電極に画像データに対応した液晶駆動電圧を供給するための複
数のセグメント電極出力端子とを有する。複数のコモン電極出力端子は、対応するコモン
電極に電気的に接続され、複数のセグメント電極出力端子は、対応するセグメント電極に
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電気的に接続される。液晶駆動装置１００は、液晶表示パネル２０の画素形成領域に形成
されたコモン電極ＣＯＭ０～ＣＯＭＱ及びセグメント電極ＳＥＧ０～ＳＥＧＲをＭＬＳ（
Multi Line Selection）駆動法により駆動する。即ち、液晶駆動装置１００は、複数のコ
モン電極を同時選択し、１画面を表示するのに必要な期間としての１フレーム期間を分割
した複数のフィールド期間で、複数回に亘って駆動する。液晶駆動装置１００は、フィー
ルド期間毎に、同時選択した複数のコモン電極を選択パターン（走査パターン）に基づい
て駆動すると共に、該選択パターン及び画像データに基づく所与のＭＬＳ演算結果に対応
した駆動電圧を複数のセグメント電極に印加する。
【００３０】
　ホストプロセッサー３０は、内蔵するメモリー又は図示しないメモリーに記憶されたプ
ログラムを読み込んで、該プログラムに対応した処理を実行することで、液晶駆動装置１
００の駆動制御を行う。このため、ホストプロセッサー３０は、液晶駆動装置１００が内
蔵する設定レジスターに設定値を設定することで、液晶駆動装置１００の動作を制御する
。また、ホストプロセッサー３０は、液晶駆動装置１００に、液晶表示パネル２０に表示
させる画像に対応した画像データを供給する。図１において、ホストプロセッサー３０は
、液晶表示パネル２０を構成するガラス基板上に実装されていてもよい。
【００３１】
　電源回路４０は、ホストプロセッサー３０及び液晶駆動装置１００の各々に、動作電源
電圧及び液晶表示パネル２０の駆動電源電圧、或いはこれらの電圧を生成するための基準
電圧を供給する。図１において、電源回路４０は、液晶表示パネル２０を構成するガラス
基板上に実装されていたり、液晶駆動装置１００に内蔵されていたりしてもよい。
【００３２】
　〔ＭＬＳ駆動法〕
　液晶駆動装置１００によるＭＬＳ駆動法は、単純な駆動法と比較して、コモン電極が選
択される期間の間隔を狭めることができ、画素の透過率の低下を抑えると共に、平均の透
過率を向上させることができる。また、複数のコモン電極を同時に選択することで、コモ
ン電極に印加する駆動電圧（選択電圧）を低くすることができる。
【００３３】
　図２（Ａ）～図２（Ｄ）に、ＭＬＳ駆動法の原理の説明図を示す。図２（Ａ）～図２（
Ｄ）の各々は、コモン電極ＣＯＭ０、ＣＯＭ１とセグメント電極ＳＥＧ０とが交差する位
置の画素（ドット）についてオン又はオフする例を表す。なお、図２（Ａ）～図２（Ｄ）
では２ラインのコモン電極ＣＯＭ０、ＣＯＭ１が同時選択され、２ライン同時選択のＭＬ
Ｓ駆動法の例を表す。
【００３４】
　図２（Ａ）～図２（Ｄ）において、オンとなる画素（オン画素）を「－１」、オフとな
る画素（オフ画素）を「＋１」と表し、このオン又はオフを示す画像データにより指定さ
れる。また、コモン電極ＣＯＭ０、ＣＯＭ１の各々を選択するための選択パターンを「＋
１」、「－１」の２値で表す。更にセグメント電極ＳＥＧ０の駆動電圧は、「ＭＶ２」、
「Ｖ２」、「Ｖ１」の３値である。
【００３５】
　ＭＬＳ駆動法においては、セグメント電極ＳＥＧ０の駆動電圧は、画像データと同時選
択されるコモン電極ＣＯＭ０、ＣＯＭ１の選択パターンとにより決まる。ここで、画像デ
ータを画像データベクトルｄ、選択パターンを行列βとすると、セグメント電極ＳＥＧ０
の駆動電圧を「ＭＶ２」、「Ｖ２」、「Ｖ１」のいずれの電圧とするかは、画像データベ
クトルｄと行列βとの積により決定される。画像データベクトルｄは、セグメント電極Ｓ
ＥＧ０が各コモン電極と交差する位置の画素のオン又はオフを示すデータをベクトルで表
現したものである。図２（Ａ）の場合にはｄ・β＝－２となり、図２（Ｂ）の場合にはｄ
・β＝＋２となり、図２（Ｃ）の場合にはｄ・β＝＋２となり、図２（Ｄ）の場合にはｄ
・β＝０となる。そして画像データベクトルｄと行列βとの積が「－２」のときセグメン
ト電極ＳＥＧ０の駆動電圧として「ＭＶ２」が選択され、「＋２」のときに「Ｖ２」が選
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択され、「０」のときに「Ｖ１」が選択される。
【００３６】
　例えば、画像データベクトルｄと行列βとの積の演算をハードウェアで行う場合には、
画像データベクトルｄの各要素データと行列βの各要素データとの不一致数を判定するよ
うにすればよい。例えば不一致数が「２」の場合には、セグメント電極ＳＥＧ０の駆動電
圧として「ＭＶ２」を選択する。また不一致数が「０」の場合には、該駆動電圧として「
Ｖ２」を選択する。また不一致数が「１」の場合には、該駆動電圧として「Ｖ１」を選択
する。
【００３７】
　２ライン同時選択のＭＬＳ駆動法では、上述のようにしてセグメント電極ＳＥＧ０の駆
動電圧を決定し、１フレーム期間内で２回のフィールド期間を設けることによって、画素
のオン又はオフを制御する。フィールド期間を複数回設けているため、非フィールド期間
における透過率の低下が少なくなり、液晶表示パネル２０における平均の透過率を向上さ
せ、液晶パネルのコントラストを向上させることができる。なお、本実施形態では、４ラ
インのコモン電極を同時に選択するＭＬＳ駆動法を行うものとする。この場合、１フレー
ム期間内に４回のフィールド期間を設けることができ、液晶表示パネル２０のコントラス
トをより一層向上させることができる。この４ライン同時選択のＭＬＳ駆動法では、７レ
ベルの電圧が用いられる。
【００３８】
　図３に、４ライン同時選択のＭＬＳ駆動法により液晶表示パネル２０を駆動する場合の
７レベルの電圧の関係を示す。
【００３９】
　電圧Ｖ３、ＭＶ３は、コモン電極の選択電圧である。電圧ＶＣは、コモン電極の非選択
電圧であり、セグメント電極の駆動電圧である。電圧Ｖ２、Ｖ１、ＭＶ１、ＭＶ２は、セ
グメント電極の駆動電圧である。そして、交差するコモン電極及びセグメント電極の電圧
差に応じて、画素の透過率が変化する。
【００４０】
　ここで、電圧Ｖ３とセンター電圧ＶＣとの電圧差をｖ３、電圧Ｖ２とセンター電圧ＶＣ
との電圧差をｖ２、電圧Ｖ１とセンター電圧ＶＣとの電圧差をｖ１とする。このとき、セ
ンター電圧ＶＣと電圧ＭＶ３との電圧差はｖ３、センター電圧ＶＣと電圧ＭＶ２との電圧
差はｖ２、センター電圧ＶＣと電圧ＭＶ１との電圧差はｖ１である。ここで、電圧Ｖ２と
電圧Ｖ１との電圧差（＝電圧ＭＶ１と電圧ＭＶ２との電圧差）が、電圧Ｖ１とセンター電
圧ＶＣとの電圧差（＝センター電圧ＶＣと電圧ＭＶ１との電圧差）と等しい。
【００４１】
　〔液晶駆動装置〕
　液晶駆動装置１００では、図３に示す電圧を用いて、ＭＬＳ駆動法によりコモン電極及
びセグメント電極を駆動する。このとき、液晶駆動装置１００は、Ｎ（Ｎは１以上の整数
）本のコモン電極を走査する毎に極性を反転させるＮライン極性反転制御を行うことで、
液晶の劣化を防止し、画質の向上を図る。ところが、背景がオン画素（オフ画素）で画面
の一部にオフ画素（オン画素）が存在する画像の場合、クロストークに起因する画質の劣
化が想定される。
【００４２】
　図４（Ａ）、図４（Ｂ）に、本実施形態における画質の劣化の様子の説明図を示す。図
４（Ａ）は、理想的な表示画像を模式的に表したものであり、黒の領域がオフ画素、白の
領域オン画素である。図４（Ｂ）は、実際の表示画像を模式的に表したものであり、クロ
ストークによる画質の劣化を表している。
【００４３】
　即ち、図４（Ａ）では、背景がオン画素の領域ＡＲｏｎで画面の一部にオフ画素の領域
ＡＲｏｆｆが存在しているものとする。液晶駆動装置１００が、図４（Ａ）に示す画像に
対応した画像データに基づいて、ＭＬＳ駆動法により線順次でコモン電極及びセグメント
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電極を駆動すると、図４（Ｂ）に示すような画像が表示される。図４（Ｂ）では、領域Ａ
Ｒ１はオン領域であるが、本来のオン表示より画素がオンする方向に表示される。領域Ａ
Ｒ２もまたオン領域であるが、本来のオン表示よりオフする方向に表示される。領域ＡＲ
３もまたオン領域であるが、本来のオン表示よりオフする方向で、領域ＡＲ２よりはオン
する方向に表示される。領域ＡＲ４はオフ領域であるが、本来のオフ表示より画素がオン
する方向に表示される。領域ＡＲ５もまたオフ領域であるが、本来のオフ表示より画素が
オフする方向に表示される。
【００４４】
　図４（Ｂ）の現象は、セグメント電極の駆動電圧の波形の鈍りと、セグメント電極の電
位変化がコモン電極の非選択電圧を変動させることに起因した実効電圧の低下により発生
するものと考えられる。ここで、波形鈍りと極性反転時の電位変化の影響を説明するため
、図４（Ｂ）において、タイミングＡ、Ｄで極性反転が行われ、タイミングＢ、Ｃ、Ｅで
走査されるものとし、タイミングＡ、Ｄは走査タイミングと一致しているものとして説明
する。本実施形態では、セグメント電極の電位変化が画像データの変化時と極性反転時に
発生するため、図４（Ｂ）の現象は、各タイミングにおいて次のように説明できる。
【００４５】
　極性反転タイミングＡは、セグメント電極の多数がオフ（オフを示す画像データに対応
した駆動電圧。以下同様）であり、少数がオン（オンを示す画像データに対応した駆動電
圧。以下同様）であり、極性反転が発生するタイミングである。走査タイミングＢは、セ
グメント電極の多数がオフからオンへ変化し、少数がオンのままであるタイミングである
。走査タイミングＣは、セグメント電極の多数がオンのまま、少数がオンからオフに変化
するタイミングである。極性反転タイミングＤは、セグメント電極の多数がオン、少数が
オフであり、極性反転が発生するタイミングである。走査タイミングＥは、セグメント電
極の多数がオンのまま、少数がオフからオンに変化するタイミングである。
【００４６】
　ここで、各タイミングにおける理想的な駆動電圧の波形は次のようになる。
　図５に、理想的なセグメント電極の駆動電圧の波形を示す。図５では、図４（Ｂ）の領
域ＡＲ１におけるセグメント電極ＳＥＧ０、図４（Ｂ）の領域ＡＲ２、ＡＲ５におけるセ
グメント電極ＳＥＧ５０、図４（Ｂ）の領域ＡＲ３、ＡＲ４におけるセグメント電極ＳＥ
Ｇ１００の駆動電圧の波形を表す。
【００４７】
　この場合、コモン電極の非選択電圧であるセンター電圧ＶＣは安定しており、セグメン
ト電極ＳＥＧ０、ＳＥＧ５０、ＳＥＧ１００のそれぞれにおいて電位が変化しても鈍りや
歪みが生じない。これは、極性反転タイミングＡ、Ｄにおけるコモン電極の電圧レベル及
びセグメント電極の電圧レベルについても同様である。従って、各セグメント電極とコモ
ン電極の間の実効電圧は、斜線部分ＶＶ１～ＶＶ３に相当する。
【００４８】
　ところが、実際にはセグメント電極には波形鈍りが生ずるものと考えられる。この波形
鈍りによって、実効電圧は図５に示すものとは異なる。
【００４９】
　図６に、セグメント電極の駆動電圧の波形鈍りを示す。図６では、コモン電極のセンタ
ー電圧ＶＣが安定しており、センター電圧ＶＣを基準としてセグメント電極ＳＥＧ０、Ｓ
ＥＧ５０、ＳＥＧ１００の波形を表している。なお、図６において図５と同様の部分には
同一符号を付し、適宜説明を省略する。
【００５０】
　セグメント電極ＳＥＧ０、ＳＥＧ５０、ＳＥＧ１００では、極性反転タイミングＡ、Ｄ
や、オン画素からオフ画素、オフ画素からオン画素への変化の度に、駆動電圧が変化する
。このセグメント電極の電位変化によって波形鈍りが生じ、コモン電極との間の実効電圧
は斜線部分ＶＶ１１～ＶＶ１３のようになり、実効電圧が低くなる。そのため、セグメン
ト電極の電位変化の回数が多くなればなるほど、実効電圧が低下してしまう。従って、図
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４（Ｂ）の領域ＡＲ１のオン領域よりも、領域ＡＲ２、ＡＲ３のオン領域の方がオフする
方向に表示される。
【００５１】
　しかしながら、セグメント電極の駆動電圧の波形鈍りだけでは、領域ＡＲ２、ＡＲ３の
濃淡の違いや、領域ＡＲ４、ＡＲ５の濃度の違いについては説明できない。そこで、セグ
メント電極の電位変化が及ぼすコモン電極の非選択電圧の電位変動に着目する。
【００５２】
　図７に、コモン電極の非選択電圧であるセンター電圧ＶＣの歪みを模式的に示す。図７
では、図４（Ｂ）の極性反転タイミングＡ、Ｄと、走査タイミングＢ、Ｃ、Ｅとに合わせ
て、センター電圧ＶＣの電位レベルが変動している様子を表している。
【００５３】
　セグメント電極の電位変動がコモン電極の非選択電圧の電位レベルに及ぼす影響度は、
画像データに依存していると考えられる。画像データによりセグメント電極の電位が一斉
に変動する場合と、セグメント電極の電位が１本だけ変動する場合とで、コモン電極の電
位変動の度合いが異なると考えられるからである。そのため、画像データに依存して、セ
グメント電極の電位が変動する方向に、コモン電極の非選択電圧の電位レベルが歪むと考
えられる。以上のことから、極性反転タイミングＡ、Ｄでは正方向に大きく歪み、走査タ
イミングＢでは負方向に大きく歪む。一方、走査タイミングＣ、Ｅでは、正方向の小さく
歪む。
【００５４】
　上記のように、実効電圧はコモン電極とセグメント電極との間の電圧であるため、セグ
メント電極の波形鈍りとコモン電極のセンター電圧レベルの歪みとを考慮すると、次のよ
うになる。
　図８に、セグメント電極の波形鈍りとコモン電極のセンター電圧レベルの歪みとを考慮
した場合の実効電圧を示す。図８は、図６と図７とを重ね合わせたものであり、図６又は
図７と同様の部分には同一符号を付し、適宜説明を省略する。
【００５５】
　実効電圧に相当する図８に示す斜線部分ＶＶ２１～ＶＶ２３に着目すると、極性反転タ
イミングＡでは、セグメント電極ＳＥＧ０の実効電圧がセグメント電極ＳＥＧ５０、ＳＥ
Ｇ１００の実効電圧よりも大きく増加する。走査タイミングＢでは、セグメント電極ＳＥ
Ｇ０、ＳＥＧ５０、ＳＥＧ１００の実効電圧の影響度はほぼ同等である。走査タイミング
Ｃでは、セグメント電極ＳＥＧ１００の実効電圧が、セグメント電極ＳＥＧ０、ＳＥＧ５
０よりも若干低下する。極性反転タイミングＤでは、セグメント電極ＳＥＧ１００の実効
電圧がセグメント電極ＳＥＧ０、ＳＥＧ５０よりも大きく増加する。走査タイミングＥで
は、セグメント電極ＳＥＧ０、ＳＥＧ５０、ＳＥＧ１００の実効電圧の影響度はほぼ同等
である。
【００５６】
　従って、セグメント電極ＳＥＧ０の領域ＡＲ１は、より画素がオンする方向に表示され
る。また、セグメント電極ＳＥＧ５０の領域ＡＲ２とセグメント電極ＳＥＧ１００の領域
ＡＲ３はオン領域であるが画素がオフする方向になるものの、領域ＡＲ２に比べて領域Ａ
Ｒ３の方がオンする方向に表示される。更に、セグメント電極ＳＥＧ５０の領域ＡＲ５に
比べてセグメント電極ＳＥＧ１００の領域ＡＲ４はオフ領域であるが、より画素がオンす
る方向に表示されることがわかる。
【００５７】
　以上のように、単純な線順次走査時にＮライン極性反転制御を行うとき、オン領域での
極性反転に伴うセグメント電極の電位変化がコモン電極へのクロストークによって、オン
領域でのセグメント電極の実効電圧が高くなる。その場合、図４（Ｂ）に示すような現象
が見られる可能性がある。このような現象を回避するために、極性反転ライン数を調整す
ることでクロストークにより実効電圧を高くする部分と低くする部分とを相殺させること
ができる。ところが、極性反転ライン数を小さくすると、オン領域の実効電圧が高くなっ
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て、オン領域の上下のオフ領域がオンする方向に表示されてしまうクロストークが発生す
る。一方、極性反転ライン数を大きくすると、ちらつきが発生しやすくなる。このように
極性反転ライン数の調整だけでは却って画質の劣化を招きやすくなり、調整が困難になる
という問題がある。
【００５８】
　そこで本実施形態では、コモン電極の走査順序を変更できるようにすることで、上記の
クロストークに起因した実効電圧の変化を調整し易くする。これによって、同じ極性反転
ライン数であっても、コモン電極のスキャンの順序が変更されることで、上記のクロスト
ークに起因した画質の劣化を防止できるようになる。このとき、所与の飛び越しライン数
を飛び越しながらコモン電極を走査することで、走査順序の変更を簡素な構成で実現する
。
【００５９】
　このような液晶駆動装置１００は、次のような構成を有することができる。
　図９に、本実施形態における液晶駆動装置１００の構成例のブロック図を示す。図９で
は、画素形成領域２２をあわせて図示している。
【００６０】
　液晶駆動装置１００は、ホストプロセッサー用インターフェイス１１０、発振回路１１
２、制御回路１１４、コモンアドレスデコーダー１１６、コモン出力演算回路１１８、コ
モンドライバー１２０を含む。更に、液晶駆動装置１００は、ページアドレス制御回路１
２２、カラムアドレス制御回路１２４、ラインアドレス制御回路１２６、画像データＲＡ
Ｍ１２８、画像データラッチ回路１３０、ＭＬＳデコーダー１３２、セグメントドライバ
ー１３４を含む。制御回路１１４は、飛び越しスキャン制御回路２００を含む。本実施形
態における駆動部は、コモンドライバー１２０及びセグメントドライバー１３４を含んで
構成され、コモンアドレスデコーダー１１６、コモン出力演算回路１１８、及びＭＬＳデ
コーダー１３２の少なくとも１つを更に含んでもよい。
【００６１】
　ホストプロセッサー用インターフェイス１１０は、液晶駆動装置１００が有する入力端
子又は入出力端子を介してホストプロセッサー３０から入力される入力信号の入力インタ
ーフェイス処理を行う。またホストプロセッサー用インターフェイス１１０は、液晶駆動
装置１００が有する出力端子又は入出力端子を介してホストプロセッサー３０に出力する
出力信号の出力インターフェイス処理を行う。
【００６２】
　発振回路１１２は、液晶駆動装置１００が生成する表示タイミング信号の基準となる発
振クロックＯＳＣを発振動作により生成する。例えば、制御回路１１４は、発振クロック
ＯＳＣに基づいて、複数種類の表示タイミング信号を生成する。この制御回路１１４は、
コモンアドレスデコーダー１１６等の液晶駆動装置１００の各部を制御する制御信号を生
成する。飛び越しスキャン制御回路２００は、所与の飛び越しライン数を飛び越しながら
繰り返しコモン電極を走査するための制御を行う。
【００６３】
　コモンアドレスデコーダー１１６は、制御回路１１４において生成されＭＬＳ駆動にお
いて同時選択される複数のコモン電極に対応したコモンアドレスをデコードする。このデ
コード結果はコモンドライバー１２０に出力される。コモンアドレスは、同時選択される
複数のコモン電極毎に割り当てられ、ＭＬＳ駆動を行う際にコモンアドレスを指定するこ
とで、対応するコモン電極が選択される。
【００６４】
　コモン出力演算回路１１８は、制御回路１１４において生成される極性反転信号ＦＲ、
ＭＬＳ駆動パターンを識別するフィールド信号Ｆ１、Ｆ２に基づいて、コモン出力の出力
レベルを制御する。
【００６５】
　コモンドライバー１２０は、コモンアドレスデコーダー１１６のデコード結果に基づい
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て、コモン出力の選択／非選択を制御し、選択されたコモン出力として、コモン出力演算
回路１１８で生成された出力レベルを出力する。
【００６６】
　ページアドレス制御回路１２２は、ホストプロセッサー用インターフェイス１１０を介
してホストプロセッサー３０から入力される画像データを画像データＲＡＭ１２８にアク
セスするためのページアドレスを制御する。ページアドレスは、ホストプロセッサー３０
から入力される画像データのバス幅をアクセス単位として定義される。
【００６７】
　カラムアドレス制御回路１２４は、ホストプロセッサー用インターフェイス１１０を介
してホストプロセッサー３０から入力される画像データを画像データＲＡＭ１２８にアク
セスするためのカラムアドレスを制御する。カラムアドレスは、画素形成領域２２のセグ
メント電極に対応して定義される。
【００６８】
　ラインアドレス制御回路１２６は、画像データＲＡＭ１２８に保存された画像データの
うち読み出しラインを特定するラインアドレスを制御する。ラインアドレスは、画素形成
領域２２のコモン電極に対応して定義される。
【００６９】
　画像データＲＡＭ１２８は、画素形成領域２２の画素の並びに対応して、各画素の画像
データが記憶される記憶領域を有する。各記憶領域は、ページアドレス及びカラムアドレ
スにより特定される。これにより、画像データＲＡＭ１２８には、ページアドレス及びカ
ラムアドレスにより特定される領域に画像データが書き込まれる。一方、画像データＲＡ
Ｍ１２８からは１ライン単位で画像データが読み出される。
【００７０】
　画像データラッチ回路１３０は、画像データＲＡＭ１２８から読み出された１ライン分
の画像データをラッチする。
【００７１】
　ＭＬＳデコーダー１３２は、画像データと、制御回路１１４において生成されＭＬＳ駆
動を行うための表示タイミング信号とをデコードする。より具体的には、ＭＬＳデコーダ
ー１３２は、画像データラッチ回路１３０によってラッチされた画像データと、制御回路
１１４によって生成される極性反転信号ＦＲ、フィールド信号Ｆ１、Ｆ２とに基づいて、
セグメント出力の出力レベルを制御する。このＭＬＳデコーダー１３２のデコード結果は
、セグメントドライバー１３４に出力される。
【００７２】
　セグメントドライバー１３４は、ＭＬＳデコーダー１３２のデコード結果に基づいて、
セグメント電極に、ＭＬＳデコーダー１３２でデコードされた出力レベルを出力する。な
お、セグメントドライバー１３４には、制御回路１１４において生成された表示オフ信号
ＸＤＯＦにより、ＭＬＳデコーダー１３２のデコード結果にかかわらずセグメント電極に
所与の出力レベルを出力して表示をオフにする制御を行うことができる。本実施形態では
、表示オフ信号ＸＤＯＦにより、コモン電極と同電位となるような出力レベルをセグメン
ト電極に出力することで、表示をオフする。
【００７３】
　図１０に、ＭＬＳ駆動法を行う場合の選択パターンの一例を示す。なお、図１０は、極
性反転信号ＦＲがＬレベルのときの選択パターンの一例を表すが、極性反転信号ＦＲがＨ
レベルのときも、フィールド期間毎に、各コモン電極に印加される電圧に対応した選択パ
ターンが設けられる。
【００７４】
　ＭＬＳ駆動法において１フレーム期間内に設けられる各フィールド期間は、液晶駆動装
置１００においてフィールド信号Ｆ１、Ｆ２により特定される。液晶駆動装置１００は、
図１０に示す２ビットのフィールド信号Ｆ１、Ｆ２で表される４状態に対応したフィール
ド期間毎に、各コモン電極に電圧Ｖ３又は電圧ＭＶ３を出力する。図１０に示す各フィー
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ルド期間における各コモン電極への出力パターンは、選択パターンとして直交関数系によ
り定義される。液晶駆動装置１００は、予め決められた直交関数系により定義される選択
パターンに従って、３種類の駆動電圧Ｖ３、ＶＣ、ＭＶ３のいずれかを適宜選択し、同時
選択されるコモン電極にそれぞれ印加するようになっている。
【００７５】
　各フィールド期間は、同時選択される複数のコモン電極毎に割り当てられる複数のサブ
選択期間に分割される。第１のフィールド期間（１ｆ）を分割した複数のサブ選択期間の
うち、同時選択されるコモン電極ＣＯＭ０～ＣＯＭ３が選択されるサブ選択期間では、次
のような動作が行われる。液晶駆動装置１００は、電圧（Ｖ２、Ｖ１、ＶＣ、ＭＶ１、Ｍ
Ｖ２）のいずれかを選択し、セグメント電極ＳＥＧ０に選択した電圧を印加する。このと
き、液晶駆動装置１００は、セグメント電極ＳＥＧ０と同時選択されるコモン電極ＣＯＭ
０～ＣＯＭ３の各々との交差位置に対応した各ドットの表示パターンと選択パターンとの
極性の不一致数に応じて電圧を選択する。同様に、他のセグメント電極に対して、選択し
た電圧を印加する。
【００７６】
　次に、第１のフィールド期間を分割した複数のサブ選択期間のうち、次に同時選択され
るコモン電極が選択されるサブ選択期間において、各セグメント電極の列の不一致数を決
定し、得られた電圧のデータを印加する。こうしてすべてのコモン電極について、以上の
手順を繰り返すと、第１のフィールド期間における動作が終了する。同様に２番目以降の
フィールド期間についても、すべてのコモン電極について上記の手順を繰り返すと１つの
フレーム期間が終わり、これにより１つの画面の表示が行われる。
【００７７】
　このような構成の液晶駆動装置１００では、コモンドライバー１２０は、同時選択され
る複数のコモン電極を１ブロックとするブロック単位に複数フィールドに亘って各フィー
ルドに対応した選択パターンでコモン電極を走査する。また、セグメントドライバー１３
４は、同時選択される複数のコモン電極に対応した画像データ及び上記の選択パターンに
対応した駆動電圧でセグメント電極を駆動する。この駆動電圧は、画像データ及び表示タ
イミング信号に基づいてデコードされた結果により得られる。
【００７８】
　〔飛び越しスキャン〕
　図１１に、図９の飛び越しスキャン制御回路２００の構成例のブロック図を示す。
　飛び越しスキャン制御回路２００は、飛び越しライン数設定レジスター２０２、コモン
アドレスカウンター２０４、スキャンカウンター２０６、ラインアドレスカウンター２０
８を含む。また飛び越しスキャン制御回路２００は、極性反転ライン数設定レジスター２
１０、極性反転ライン数カウンター２１２、極性反転信号生成回路（極性反転制御部）２
１４を含む。飛び越しスキャン制御回路２００は、垂直同期信号ＶＳＹＮＣ、水平同期信
号ＨＳＹＮＣ及びフィールド信号Ｆ１、Ｆ２を用いて、コモンアドレス、ラインアドレス
及び極性反転信号ＦＲを制御する。
【００７９】
　飛び越しライン数設定レジスター２０２は、ホストプロセッサー用インターフェイス１
１０を介してホストプロセッサー３０によりアクセス可能に構成され、飛び越しライン数
に対応する設定値が設定される。飛び越しスキャン制御回路２００は、飛び越しライン数
設定レジスター２０２に設定された設定値に対応したライン数を飛び越しながら、コモン
電極ＣＯＭ０～ＣＯＭＱを走査する制御を行う。本実施形態では、４ラインを同時選択す
るＭＬＳ駆動法を採用するため、飛び越しライン数設定レジスター２０２には、同時選択
されるコモン電極数の倍数に対応した設定値が設定される。極性反転ライン数設定レジス
ター２１０もまた、ホストプロセッサー用インターフェイス１１０を介してホストプロセ
ッサー３０によりアクセス可能に構成され、極性反転ライン数に対応する設定値が設定さ
れる。飛び越しスキャン制御回路２００は、極性反転ライン数設定レジスター２１０に設
定された設定値に対応したライン数毎に液晶に印加される電圧の極性を反転させる制御を
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行う。本実施形態では、４ラインを同時選択するＭＬＳ駆動法を採用するため、極性反転
ライン数設定レジスター２１０には、同時選択されるコモン電極数の倍数に対応した設定
値が設定される。
【００８０】
　ここで、本実施形態における飛び越しスキャンの概要について説明する。
　図１２に、本実施形態における飛び越しスキャンの説明図を示す。図１２は、同時選択
される４本のコモン電極をコモンアドレスで表し、線順次スキャンの際のコモンアドレス
の選択順序と、飛び越しスキャンの際のコモンアドレスの選択順序を表している。
【００８１】
　線順次スキャンの場合、コモンアドレスが「０」から順番にインクリメントされる。こ
のとき、極性反転ライン数を１２（＝３ブロック）とすると、コモンアドレス「３」、「
６」、「９」、・・・が選択されたときに極性反転が行われる。これに対して、飛び越し
スキャンの場合、コモンアドレスが上から順番に選択されない。例えば、飛び越しライン
数を１２（＝３ブロック）とすると、コモンアドレスが「０」、「４」、「８」、・・の
順番に選択され、コモンアドレス「８」、「９」、「３」、・・・が選択されたときに極
性反転が行われる。このように、飛び越しスキャンを行うことで、所定の領域（オン領域
又はオフ領域）におけるセグメント電極の電位変化の回数を変更し、クロストークによる
画質の劣化を防止できるようになる。
【００８２】
　このような飛び越しスキャンを制御する飛び越しスキャン制御回路２００は、コモン電
極を特定するコモンアドレス及びラインアドレスを制御することで、簡素な構成で飛び越
しスキャンを制御する。
【００８３】
　図１３に、コモンアドレス及びラインアドレスの説明図を示す。図１３は、コモンアド
レスにより特定されるコモン電極を表すと共に、該コモン電極に対応するラインアドレス
を表す。
【００８４】
　飛び越しスキャン制御回路２００がコモンアドレス「０」を出力したとき、コモン電極
ＣＯＭ０～ＣＯＭ３が同時選択される。このとき、画像データＲＡＭ１２８に記憶される
画像データのうち、ラインアドレス０～３に対応する画像データが読み出される。例えば
、上記のように飛び越しライン数を１２（＝３ブロック）とすると、コモンアドレスが「
０」、「４」、「８」、・・の順番に選択されるため、飛び越すスキャン制御回路２００
は、コモンアドレスの選択順序にあわせてラインアドレスを生成する。
【００８５】
　飛び越しスキャン制御回路２００では、コモンアドレスカウンター２０４が、同時選択
される４本のコモン電極を特定するコモンアドレスに対応するコモンアドレスカウント値
をカウントする。また、ラインアドレスカウンター２０８が、同時選択される各コモン電
極に対応したラインアドレスに応じたラインアドレスカウント値をカウントする。そして
、スキャンカウンター２０６は、飛び越しスキャンが何週目であるかを示すスキャンカウ
ント値をカウントする。コモンアドレスカウンター２０４は、スキャンカウンター２０６
によってカウントされたスキャンカウント値を用いてコモンアドレスを生成する。また、
ラインアドレスカウンター２０８は、スキャンカウンター２０６によってカウントされた
スキャンカウント値を用いてラインアドレスを生成する。
【００８６】
　以下、これらのカウンターの動作例について説明する。
　図１４に、コモンアドレスカウンター２０４の動作例のフロー図を示す。
　コモンアドレスカウンター２０４には、垂直同期信号ＶＳＹＮＣ、フィールド信号Ｆ１
、Ｆ２及び水平同期信号ＨＳＹＮＣが入力される。内部では、フィールド信号Ｆ１、Ｆ２
に基づいて特定されるフィールド期間の開始タイミングで、フィールド先頭信号ＦＩＥＬ
Ｄが「１」に設定される。このとき、垂直同期信号ＶＳＹＮＣが「１」又はフィールド先
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頭信号ＦＩＥＬＤが「１」であるとき（ステップＳ１０：Ｙ）、コモンアドレスカウンタ
ー２０４は、コモンアドレスにスタートアドレス「０」を設定する（ステップＳ１２）。
より具体的には、コモンアドレスカウンター２０４は、コモンアドレスカウント値に「０
」を設定する。
【００８７】
　一方、垂直同期信号ＶＳＹＮＣが「１」又はフィールド先頭信号ＦＩＥＬＤが「１」で
はないとき（ステップＳ１０：Ｎ）、コモンアドレスカウンター２０４は、水平同期信号
ＨＳＹＮＣに基づいてコモンアドレスカウント値の更新判定を行う（ステップＳ１４）。
ステップＳ１４において、水平同期信号ＨＳＹＮＣが「１」のとき（ステップＳ１４：Ｙ
）、コモンアドレスカウンター２０４は、コモンアドレスカウント値の折り返し条件を判
別する（ステップＳ１６）。ステップＳ１６の折り返し条件が成立すると、コモンアドレ
スカウンター２０４は、飛び越しライン数だけ飛び越したコモン電極の走査の１周目が終
了したと判断し、２周目のコモンアドレスを更新していく。このステップＳ１６の折り返
し条件は、「コモンアドレスカウント値≧（（表示ライン数／４）－（飛び越しライン数
／４））－１」である。
【００８８】
　ステップＳ１６の折り返し条件が成立したとき（ステップＳ１６：Ｙ）、コモンアドレ
スカウンター２０４は、コモンアドレスカウント値として、「スタートアドレス＋スキャ
ンカウント値＋１」を設定する（ステップＳ１８）。このスキャンカウント値は、後述す
るようにスキャンカウンター２０６において飛び越しライン数に応じて更新されるカウン
ト値である。一方、ステップＳ１６の折り返し条件が成立しないとき（ステップＳ１６：
Ｎ）、コモンアドレスカウンター２０４は、コモンアドレスカウント値として、「コモン
アドレスカウント値＋（飛び越しライン数）／４」を設定し、コモンアドレスを「コモン
アドレス＋（飛び越しライン数）／４」にする（ステップＳ２０）。これによって、折り
返し条件が成立しない限り、水平同期信号ＨＳＹＮＣが「１」となる毎に、（飛び越しラ
イン数／４）（＝同時選択ブロック数分）だけカウントアップされる。
【００８９】
　ステップＳ１４において、水平同期信号ＨＳＹＮＣが「１」ではないとき（ステップＳ
１４：Ｎ）、コモンアドレスカウンター２０４は、コモンアドレスカウント値を更新する
ことなく（ステップＳ２２）、ステップＳ１０に戻る（リターン）。ステップＳ１８、ス
テップＳ２０の処理後も、同様にステップＳ１０に戻る（リターン）。
【００９０】
　以上のようにカウントされたコモンアドレスカウント値に対応したコモンアドレスを受
けたコモンドライバー（コモン電極駆動部）１２０が、画素形成領域２２のコモン電極を
飛び越しスキャンする。
【００９１】
　図１５に、ラインアドレスカウンター２０８の動作例のフロー図を示す。
　ラインアドレスカウンター２０８には、垂直同期信号ＶＳＹＮＣ、フィールド信号Ｆ１
、Ｆ２及び水平同期信号ＨＳＹＮＣが入力される。垂直同期信号ＶＳＹＮＣが「１」又は
フィールド先頭信号ＦＩＥＬＤが「１」であるとき（ステップＳ３０：Ｙ）、ラインアド
レスカウンター２０８は、スタートアドレスとしてラインアドレスを「０」に設定する（
ステップＳ３２）。より具体的には、ラインアドレスカウンター２０８は、ラインアドレ
スカウント値に「０」を設定する。
【００９２】
　一方、垂直同期信号ＶＳＹＮＣが「１」又はフィールド先頭信号ＦＩＥＬＤが「１」で
はないとき（ステップＳ３０：Ｎ）、ラインアドレスカウンター２０８は、水平同期信号
ＨＳＹＮＣに基づいてラインアドレスカウント値の更新判定を行う（ステップＳ３４）。
ステップＳ３４において、水平同期信号ＨＳＹＮＣが「１」のとき（ステップＳ３４：Ｙ
）、ラインアドレスカウンター２０８は、ラインアドレスカウント値の折り返し条件を判
別する（ステップＳ３６）。ステップＳ３６の折り返し条件が成立すると、ラインアドレ
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スカウンター２０８は、飛び越しライン数だけ飛び越したコモン電極の走査の１周目が終
了したと判断し、２周目のラインアドレスを更新していく。このステップＳ３６の折り返
し条件は、「ラインアドレスカウント値≧（表示ライン数－飛び越しライン数）－１」で
ある。
【００９３】
　ステップＳ３６の折り返し条件が成立したとき（ステップＳ３６：Ｙ）、ラインアドレ
スカウンター２０８は、ラインアドレスカウント値として、「スタートアドレス＋（スキ
ャンカウント値＋１）×４」を設定する（ステップＳ３８）。一方、ステップＳ３６の折
り返し条件が成立しないとき（ステップＳ３６：Ｎ）、ラインアドレスカウンター２０８
は、ラインアドレスカウント値として、「ラインアドレスカウント値＋飛び越しライン数
」を設定し、ラインアドレスを「ラインアドレス＋飛び越しライン数」にする（ステップ
Ｓ４０）。これによって、折り返し条件が成立しない限り、水平同期信号ＨＳＹＮＣが「
１」となる毎に、「飛び越しライン数」だけカウントアップされる。
【００９４】
　ステップＳ３４において、水平同期信号ＨＳＹＮＣが「１」ではないとき（ステップＳ
３４：Ｎ）、ラインアドレスカウンター２０８は、ラインアドレスカウント値をインクリ
メントし（ステップＳ４２）、ステップＳ３０に戻る（リターン）。ステップＳ３８、ス
テップＳ４０の処理後も、同様にステップＳ３０に戻る（リターン）。
【００９５】
　以上のようにカウントされたラインアドレスカウント値に対応したラインアドレスを用
いて読み出された画像データに基づいてセグメントドライバー（セグメント電極駆動部）
１３４が、画素形成領域２２のセグメント電極を駆動する。
【００９６】
　図１６に、スキャンカウンター２０６の動作例のフロー図を示す。
　スキャンカウンター２０６には、垂直同期信号ＶＳＹＮＣ、フィールド信号Ｆ１、Ｆ２
及び水平同期信号ＨＳＹＮＣが入力される。垂直同期信号ＶＳＹＮＣが「１」又はフィー
ルド先頭信号ＦＩＥＬＤが「１」であるとき（ステップＳ５０：Ｙ）、スキャンカウンタ
ー２０６は、スキャンカウント値に「０」を設定する（ステップＳ５２）。
【００９７】
　一方、垂直同期信号ＶＳＹＮＣが「１」又はフィールド先頭信号ＦＩＥＬＤが「１」で
はないとき（ステップＳ５０：Ｎ）、スキャンカウンター２０６は、水平同期信号ＨＳＹ
ＮＣに基づいてスキャンカウント値の更新判定を行う（ステップＳ５４）。ステップＳ５
４において、水平同期信号ＨＳＹＮＣが「１」のとき（ステップＳ５４：Ｙ）、スキャン
カウンター２０６は、スキャンカウント値の折り返し条件を判別する（ステップＳ５６）
。ステップＳ５６の折り返し条件が成立すると、スキャンカウンター２０６は、飛び越し
ライン数だけ飛び越したコモン電極の走査の１周目が終了したと判断し、２周目のコモン
アドレスを更新していく。このステップＳ５６の折り返し条件は、図１４のステップＳ１
６の折り返し条件と図１５のステップＳ３６の折り返し条件とが共に成立することである
。
【００９８】
　ステップＳ５６の折り返し条件が成立したとき（ステップＳ５６：Ｙ）、スキャンカウ
ンター２０６は、スキャンカウント値をインクリメントし（ステップＳ５８）、ステップ
Ｓ５０に戻る（リターン）。一方、ステップＳ５６の折り返し条件が成立しないとき（ス
テップＳ５６：Ｎ）、スキャンカウンター２０６は、スキャンカウント値を更新すること
なく（ステップＳ６０）、ステップＳ５０に戻る（リターン）。
【００９９】
　ステップＳ５４において、水平同期信号ＨＳＹＮＣが「１」ではないとき（ステップＳ
５４：Ｎ）、スキャンカウンター２０６は、スキャンカウント値を更新することなく（ス
テップＳ６２）、ステップＳ５０に戻る（リターン）。
【０１００】



(17) JP 2015-99389 A 2015.5.28

10

20

30

40

50

　以上のように、飛び越しスキャン制御回路２００は、飛び越しライン数設定レジスター
２０２において設定された飛び越しライン数に対応した設定値に応じて、コモンアドレス
を更新し、これに対応してラインアドレスを更新させる。この結果、コモンドライバー１
２０は、飛び越しライン数設定レジスター２０２の設定値に対応した飛び越しライン数毎
に飛び越しながらコモン電極を走査することができる。
【０１０１】
　一方、図１１において、極性反転ライン数カウンター２１２は、極性反転ライン数設定
レジスター２１０に設定された設定値に対応した極性反転ライン数に基づいて、極性反転
ライン数カウント値をカウントする。極性反転信号生成回路２１４は、極性反転ライン数
カウント値に基づいて、極性反転ライン数毎に論理レベルを反転させて極性反転信号ＦＲ
を出力する。これにより、極性反転信号生成回路２１４は、コモン電極及びセグメント電
極の間の電圧の極性を反転させる制御を所与の極性反転ライン数毎に行うことができる。
【０１０２】
　図１７に、極性反転ライン数カウンター２１２の動作例のフロー図を示す。
　極性反転ライン数カウンター２１２には、水平同期信号ＨＳＹＮＣが入力される。水平
同期信号ＨＳＹＮＣが「１」のとき（ステップＳ７０：Ｙ）、極性反転ライン数カウンタ
ー２１２は、極性反転ライン数カウント値が（極性反転ライン数／４－１）であるか否か
を判別する（ステップＳ７２）。ステップＳ７２において極性反転ライン数カウント値が
（極性反転ライン数／４－１）であると判別されたとき（ステップＳ７２：Ｙ）、極性反
転ライン数カウンター２１２は、極性反転ライン数カウント値を初期化する（ステップＳ
７４）。その後、ステップＳ７０に戻る（リターン）。一方、ステップＳ７２において、
極性反転ライン数カウント値が（極性反転ライン数／４－１）ではないと判別されたとき
（ステップＳ７２：Ｎ）、極性反転ライン数カウンター２１２は、極性反転ライン数カウ
ント値をインクリメントする（ステップＳ７６）。その後、ステップＳ７０に戻る（リタ
ーン）。
【０１０３】
　ステップＳ７０において水平同期信号ＨＳＹＮＣが「１」ではないとき（ステップＳ７
０：Ｎ）、極性反転ライン数カウンター２１２は、極性反転ライン数カウント値を更新す
ることなく（ステップＳ７８）、ステップＳ７０に戻る（リターン）。
【０１０４】
　図１８に、極性反転信号生成回路２１４の動作例のフロー図を示す。
　極性反転信号生成回路２１４には、水平同期信号ＨＳＹＮＣが入力される。水平同期信
号ＨＳＹＮＣが「１」のとき（ステップＳ８０：Ｙ）、極性反転信号生成回路２１４は、
極性反転ライン数カウント値が（極性反転ライン数／４－１）であるか否かを判別する（
ステップＳ８２）。ステップＳ８２において極性反転ライン数カウント値が（極性反転ラ
イン数／４－１）であると判別されたとき（ステップＳ８２：Ｙ）、極性反転信号生成回
路２１４は、極性反転信号ＦＲの論理レベルを反転させて出力する（ステップＳ８４）。
その後、ステップＳ８０に戻る（リターン）。一方、ステップＳ８２において、極性反転
ライン数カウント値が（極性反転ライン数／４－１）ではないと判別されたとき（ステッ
プＳ８２：Ｎ）、極性反転信号生成回路２１４は、極性反転信号ＦＲの論理レベルを変更
しない（ステップＳ８６）。その後、ステップＳ８０に戻る（リターン）。
【０１０５】
　ステップＳ８０において水平同期信号ＨＳＹＮＣが「１」ではないとき（ステップＳ８
０：Ｎ）、極性反転信号生成回路２１４は、極性反転信号ＦＲの論理レベルを変更するこ
となく（ステップＳ８８）、ステップＳ８０に戻る（リターン）。
【０１０６】
　図１１に示す構成の飛び越しスキャン制御回路２００の各部が、図１４～図１８のよう
に動作することで、次のように内部の各種信号やカウント値が変化する。
　図１９に、飛び越すスキャン制御回路２００の動作例のタイミング図を示す。図１９は
、１フィールド期間分のタイミングを表している。なお、図１９では、表示ライン数が「
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６４」、飛び越しライン数が「１６」（＝４ブロック）、極性反転ライン数が「１２」（
＝３ブロック）であるものとする。
【０１０７】
　図１９に示すように、垂直同期信号ＶＳＹＮＣが「１」になると、１垂直走査期間を分
割した各フィールド期間が開始される。各フィールド期間では、水平同期信号ＨＳＹＮＣ
が「１」となる度に１水平走査期間が開始される。コモンアドレスカウント値は、１水平
走査期間毎に「０」、「５」、「１０」、「１５」と更新される。例えばコモンアドレス
カウント値が「０」のとき、図１３に示すようにコモンアドレス「０」に対応するコモン
電極ＣＯＭ０～ＣＯＭ３が選択される。同様に例えばコモンアドレスカウント値が「５」
のとき、コモンアドレス「５」に対応するコモン電極ＣＯＭ２０～ＣＯＭ２３が選択され
る。水平同期信号ＨＳＹＮＣが「１」で、コモンアドレスカウント値が「１１（＝（（６
４／４）－（１６／４））－１）」以上のとき、折り返し条件が成立し、コモンアドレス
カウント値が「０」付近に戻る（図１４のステップＳ１６参照）。ここでは、コモンアド
レスカウント値は、「スタートアドレス＋スキャンカウント値＋１」から再び「１」、「
６」、・・・という順序で更新されていく。
【０１０８】
　ラインアドレスカウント値は、１つのコモンアドレスカウント値について４回更新され
る。水平同期信号ＨＳＹＮＣが「１」で、ラインアドレスカウント値が「４７（＝（６４
－１６）／４－１）」以上のとき、折り返し条件が成立し、ラインアドレスカウント値が
「０」付近に戻る（図１５のステップＳ３６参照）。ここでは、ラインアドレスカウント
値は、「スタートアドレス＋（スキャンカウント値＋１）×４」から再び更新されていく
。
【０１０９】
　スキャンカウント値は、図１６のステップＳ５６の折り返し条件が成立すると、１周目
の飛び越しスキャンを終了する。このとき、スキャンカウント値がインクリメントされる
。
【０１１０】
　また、極性反転ライン数カウント値は、１水平走査期間毎にカウントアップされ、図１
７のステップＳ７２の条件が成立したときに「０」に設定される。極性反転信号生成回路
２１４は、この極性反転ライン数カウント値が（（極性反転ライン数／４）－１）のとき
に極性反転信号ＦＲの論理レベルを反転させる。従って、図１９では、極性反転ライン数
が「１２」のとき、極性反転ライン数カウント値が「２」になったとき、極性反転信号生
成回路２１４は、極性反転信号ＦＲの論理レベルを反転させる。このように、コモンアド
レスカウント値「０」、「５」、「１０」では極性反転信号ＦＲはＨレベル、コモンアド
レスカウント値「１５」、「１」、「６」では極性反転信号ＦＲはＬレベルとなる。これ
以降、コモンアドレスカウント値「１１」、「２」、「７」では極性反転信号ＦＲはＨレ
ベル、・・・となる。
【０１１１】
　図２０に、本実施形態における液晶駆動装置１００の駆動タイミングの一例を示す。図
２０では、表示ライン数が「６４」、飛び越しライン数が「１６」、極性反転ライン数が
「１２」であるものとする。なお、図２０は、図１９のフィールド期間にあわせて図示し
ている。
【０１１２】
　図２０に示すように、４ブロック毎に飛び越して、４本のコモン電極が同時選択され、
選択パターンに応じた選択電圧が供給される。具体的には、コモンアドレス「０」に対応
するコモン電極ＣＯＭ０～ＣＯＭ３が同時選択された後、４ブロック分飛び越して、コモ
ンアドレス「５」に対応するコモン電極ＣＯＭ２０～ＣＯＭ２３が同時選択される。同様
に、４ブロック分飛び越しながらコモン電極の走査を繰り返し、コモンアドレス「１５」
に対応するコモン電極ＣＯＭ６０～ＣＯＭ６３が同時選択された後、１周目の飛び越しス
キャンを終了する。その後、コモンアドレス「１」に対応するコモン電極ＣＯＭ４～ＣＯ
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Ｍ７を同時選択し、同様に２周目の飛び越しスキャンを行う。
【０１１３】
　以上説明したように、本実施形態においては、コモン電極を飛び越しスキャンにより走
査できるようにしている。これにより、飛び越しライン数及び極性反転ライン数を変更す
ることで、クロストークに起因した実効電圧の変化を調整し易くできる。また、飛び越し
スキャンを行わせることで、走査順序を変更することによる実効電圧の調整を簡素な構成
で実現できるようになる。
【０１１４】
　〔電子機器〕
　このような液晶駆動装置１００又は液晶駆動装置１００が適用された液晶表示パネル２
０や液晶表示システム１０は、次のような電子機器に適用できる。
　図２１（Ａ）、図２１（Ｂ）に、本実施形態が適用された電子機器の構成を示す斜視図
を示す。図２１（Ａ）は、モバイル型のパーソナルコンピューターの構成の斜視図を表す
。図２１（Ｂ）は、携帯電話機の構成の斜視図を表す。
【０１１５】
　図２１（Ａ）に示すパーソナルコンピューター８００は、本体部８１０と、表示部８２
０とを含む。表示部８２０として、本実施形態における液晶表示パネル２０又は液晶表示
システム１０が適用される。本体部８１０は、ホストプロセッサーを含み、この本体部８
１０にはキーボード８３０が設けられる。即ち、パーソナルコンピューター８００は、少
なくとも本実施形態における液晶駆動装置１００を含んで構成される。キーボード８３０
を介した操作情報がホストプロセッサーによって解析され、その操作情報に応じて表示部
８２０に画像が表示される。
【０１１６】
　図２１（Ｂ）に示す携帯電話機９００は、本体部９１０と、表示部９２０とを含む。表
示部９２０として、本実施形態における液晶表示パネル２０又は液晶表示システム１０が
適用される。本体部９１０は、ホストプロセッサーを含み、この本体部９１０にはキーボ
ード９３０が設けられる。即ち、携帯電話機９００は、本実施形態における液晶駆動装置
１００を含んで構成される。キーボード９３０を介した操作情報がホストプロセッサーに
よって解析され、その操作情報に応じて表示部９２０に画像が表示される。
【０１１７】
　なお、本実施形態が適用された電子機器として、図２１（Ａ）、図２１（Ｂ）に示すも
のに限定されるものではない。例えば、情報携帯端末（ＰＤＡ：Personal Digital Assis
tants）、デジタルスチルカメラ、テレビ、ビデオカメラ、カーナビゲーション装置、ペ
ージャー、電子手帳、電子ペーパー、電卓、ワードプロセッサー、ワークステーション、
テレビ電話、ＰＯＳ（Point of sale system）端末、プリンター、スキャナー、複写機、
ビデオプレーヤー、タッチパネルを備えた機器等が挙げられる。
【０１１８】
　以上、本発明に係る液晶駆動装置、液晶表示装置、電子機器及び液晶駆動方法等を上記
の実施形態に基づいて説明したが、本発明は上記の実施形態に限定されるものではない。
例えば、その要旨を逸脱しない範囲において種々の態様において実施することが可能であ
り、次のような変形も可能である。
【０１１９】
　（１）上記の実施形態では、液晶駆動装置がＭＬＳ駆動法により駆動する例を説明した
が、本発明はこれに限定されるものではない。
【０１２０】
　（２）上記の実施形態において、本発明を、液晶駆動装置、液晶表示装置、電子機器及
び液晶駆動方法等として説明したが、本発明はこれに限定されるものではない。
【符号の説明】
【０１２１】
１０…液晶表示システム、　２０…液晶表示パネル、　２２…画素形成領域、
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３０…ホストプロセッサー、　４０…電源回路、　１００…液晶駆動装置、
１１０…ホストプロセッサー用インターフェイス、　１１２…発振回路、
１１４…制御回路、　１１６…コモンアドレスデコーダー、
１１８…コモン出力演算回路、　１２０…コモンドライバー、
１２２…ページアドレス制御回路、　１２４…カラムアドレス制御回路、
１２６…ラインアドレス制御回路、　１２８…画像データＲＡＭ、
１３０…画像データラッチ回路、　１３２…ＭＬＳデコーダー、
１３４…セグメントドライバー、　２００…飛び越しスキャン制御回路、
２０２…飛び越しライン数設定レジスター、　２０４…コモンアドレスカウンター、
２０６…スキャンカウンター、　２０８…ラインアドレスカウンター、
２１０…極性反転ライン数設定レジスター、　２１２…極性反転ライン数カウンター、
２１４…極性反転信号生成回路、　ＣＯＭ０～ＣＯＭＱ…コモン電極、
ＦＲ…極性反転信号、　ＳＥＧ０～ＳＥＧＲ…セグメント電極

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月5日(2015.3.5)
【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パッシブ型の液晶表示装置を駆動する液晶駆動装置であって、
　所与の飛び越しライン数毎に飛び越しながら前記液晶表示装置のコモン電極を走査する
コモン電極駆動部と、
　前記コモン電極駆動部によって走査されるコモン電極に対応した画像データに基づいて
前記液晶表示装置のセグメント電極を駆動するセグメント電極駆動部と、
　前記コモン電極駆動部によって駆動されるコモン電極及び前記セグメント電極駆動部に
よって駆動されるセグメント電極の間の電圧の極性を反転させる制御を所与の極性反転ラ
イン数毎に行う極性反転制御部とを含むことを特徴とする液晶駆動装置。
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